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1-4 物語の文脈を捉え、適する語句を書き抜く問題 

（１年生後期） 

 

 

 

 

 

A King and A Man 

 

A king lived in England.  He was *rich and he had a lot of things.  But 

he is *alone.  He didn’t enjoy his life. 

A man lived in a small *village in England.  He was poor.  He got up 

early and worked in the farm every day.  He had many friends.  He liked 

them and they liked him, too.  He was happy.   

One day, the king heard about the man in the small village.  He went 

to the village and looked for the man.  The king found him. 

The king asked the man, “You are    (1)   , but you look happy.  I am 

a king.  I can do *anything, but（2）I’m not happy.  Why are you so 

happy? ” 

The man said, “Because         (3)        .”  

 

【注】rich お金持ちの  alone 一人ぼっちで  village 村  anything 何でも 

 

１ 空欄（１）に入る最もふさわしい英語１語を、本文の中から抜き出しなさい。 

 

 

２ 下線（２）とほぼ同じ意味を表している英文を、本文の中から抜き出しなさい。 

 

 

３ 空欄（３）に入る適切な英文を、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。 

ア I work every day. 

イ I am poor. 

ウ I have many friends. 

エ I’m not a king. 

 

 

 

次の英文は Fifty Famous Stories の “The Miller of the Dee”を易しく書き直した物語です。英

文を読んで、後の問いに答えなさい。 

 

実施日   ／    

 

   年   組   番 氏名              



解答と解説 
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1-4 物語の文脈を捉え、適する語句を書き抜く問題（1年生後期） 

 

【解答】１ poor   ２ He didn’t enjoy his life.   ３ ウ 

 

【訳例】 
王様と男 

イングランドに一人の王様が住んでいました。その王様はお金持ちで、たくさんの物を

持っていました。けれど一人ぼっちでした。(1)自分の人生を楽しんでいませんでした。 

イングランドの小さな村に一人の男が住んでいました。(2)男は貧乏でした。男は毎日

早起きをし、畑で働きました。(3)彼には多くの友人がいました。男は友人が好きで、友

人もその男を好きでした。男は幸せでした。 

ある日、王様は小さな村に住む男の話を耳にしました。王様はその村に行き、男を探し

ました。そして男を見つけました。 

王様が男にたずねました。「おまえは貧しいが、幸せそうに見える。私は王だ。何だっ

てできる。けれど私は幸せではない。なぜおまえは、そんなに幸せなのだ。」 

男は言いました。「なぜって、私には多くの友人がいるからですよ。」 

 

【解説】 
問題１ 

 下線部（２）から「貧乏だけれども幸せそうだ」と考えるのが適切です。 

問題２ 

 下線部（１）から、王様は人生を楽しんでいないので、幸せではないと考えます。 

問題３ 

 下線部（３）から、男は「好きな友達がたくさんいて、友達もその男を好き」だから 

幸せだと分かります。 

従って、〔ウ I have many friends.〕が正解となります。 

 
 


